
明和病院　外科専攻医プログラム

研修目標 臨床研修修練期間を終了し、一人前の外科医として１）人間的、２）技術的、３）学術的
に充実することを目標とする。また一方で、一般外科医として、期間中１）整形外科、
２）泌尿器科、３）麻酔科をローテーションすることができ、外科一般の知識をもとに、
専門性を生かせる外科医を養成する。

一般目標 (1)外科専門医としての、適切な臨床判断能力・問題解決能力を修得する。
(2)一般外科医として適切な手術を実施できる能力を修得する。
(3)医の倫理に配慮して、外科診療を行う適切な態度・習慣を身につける。
(4)外科学の進歩に合わせた生涯学習を行うための方略の基本を修得する。
(5)レベルが高く均質で全人的な外科診療を実践できる専門医を養成する。

到達目標 (1)外科診療に必要な基礎的知識を習熟し，臨床応用できる。
(2)外科診療に必要な検査・処置・麻酔手技に習熟し，それらの臨床応用ができる。
(3)一定レベルの手術を適切に実施できる能力を修得し，その臨床応用ができる。
(4)指導医とコメディカルスタッフと協調・協力してチーム医療を実践することができる。
(5)外科学の進歩に合わせた生涯学習を行う基本を実行できる。

施設認定 日本外科学会
日本消化器外科学会
日本消化器病学会
日本消化器内視鏡学会

専門医取得 外科学会専門医を取得
消化器外科専門医を取得（推奨）
消化器内視鏡学会専門医を取得

Ⅰ 修練コースとカリキュラム全般
専門外科医修練コースと一般外科医修練コース
専門外科医修練コース

当院と関連専門施設のみのローテーション

　当院では、消化器外科全般、乳腺内分泌外科を中心として修練カリキュラムをた
ててあります。日本外科学会専門医取得はもとより、日本消化器外科学会専門医取
得を目指して修練していただきます。

一般外科医修練コース
当院・関連専門施設に加え地域医療関連施設をローテーション

　当院は、地域密着型病院としても役割を果たしており、外科系全般についての修
練を希望される方は、院内あるいは近隣の施設をローテーションしていただき、一
般外科医としての技術・能力を研修していただきます。この際、日本外科学会専門
医の取得は最低条件であります。

専門医取得に必要な各外科分野別研修ローテーションシステム
乳腺・一般外科・消化器外科 当院
整形外科、泌尿器科、麻酔科 当院
心臓・大血管外科 専門施設へのローテーション
呼吸器外科 専門施設へのローテーション
（脳神経外科） 専門施設へのローテーション



外

専門外科医修練コースカリキュラム
前期 後期

1年目 消化器外科 消化器外科
2年目 整形外科・泌尿器科・麻酔科 消化器外科
3年目 心臓血管外科・呼吸器外科 消化器外科

一般外科医修練コース
前期 後期

1年目 消化器外科 消化器外科
2年目 整形外科・泌尿器科・麻酔科 脳神経外科・産婦人科
3年目 心臓血管外科・呼吸器外科 消化器外科

Ⅱ 手術研修内容
　学会指定手術研修内容を基本として、手術研修を行う。

* 外科学会専門医を取得するために必要な手術経験
最低手術件数 350
術者として 120 消化管及び腹部内臓 50

乳腺 10
呼吸器 10
心臓・大血管 10
末梢血管 10
頭頚部・体表・内分泌 10
小児外科 10
各臓器の外傷 10
鏡視下手術 10

* 日本消化器外科専門医を取得するために必要な手術経験
別途　参照　　　（省略）

1年目 虫垂炎、鼠径ヘルニア、腹腔鏡下胆嚢摘出術などの手術術者。胃がん、大腸がんな
どの第一助手、あるいは術者として研修。

2年目 難易度の低い胃がん、大腸がんなどの消化器がんの術者、肝胆膵悪性腫瘍手術の第
一助手を務める。

3年目 難易度の高い消化器がんの術者、肝胆膵悪性腫瘍手術の術者を務める。

Ⅲ 内視鏡・超音波検査研修
　内視鏡検査・超音波検査の研修は、消化器外科医として修練する上においてのみなら
ず、消化器疾患を専門とする医師としてこれを習得することは、消化器疾患の診断・治療
の必須である。当院では消化器病（外科・内科を問わず）を専門とする場合、所定の指導
カリキュラムに沿い研修を行っている。

* 内視鏡専門医取得に必要な修練カリキュラムに沿い研修を行う



Ⅳ 外科医局週間予定
基本的には外科手術日は火曜日と木曜日であるが、症例数によっては月、水、金、土にも
手術を行っている。
月曜日 8：15～9：00 症例検討会

17：30～ 消化器カンファレンス
火曜日 手術
水曜日 8：30～9：00 症例検討会

10：00～ 総回診
18：00～ 術前検討会・医局会

木曜日 手術
金曜日 8：15～9：00 症例検討会・抄読会
土曜日 隔週　休み
*日曜日・休日は交代で休日回診をおこなっている

Ⅵ 学会活動
医学の進歩は日進月歩であり、常に新しいこと、エビデンスに基づいた医療を展開するべく、
また、自分自身の研鑽のために、積極的な学会活動を学会活動を指導しています。
発表者は費用全額病院負担。
1) 学会発表：研究会、学会地方会、学会総会などへの参加

主な参加学会：日本外科学会、日本消化器外科学会、日本消化器病学会、日本肝臓
学会、日本肝胆膵外科学会など。また、各種地方会にも積極的に参加・発表を行っ
ています。

2) 論文発表

3年間の研修期間に最低3編の論文・症例報告を仕上げることを目標。
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